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《将来に向けた取組方針》
サッポログループは、2023年に「サッポログループ環境ビジョン2050」を更新しました。
大地が育む自然の恵みに感謝し環境保全に取組み持続可能な社会の実現を推進して参ります。
１. 脱炭素社会の実現：スコープ1,2,3で、温室効果ガス排出量ネットゼロを目指します
２. 循環型社会の実現：グループ全体で、事業に関わる全ての資源の3Rに努めます
３. 自然共生社会の実現：原料開発での持続可能な調達と自然と共生する街づくりに貢献します

〈今後の課題等〉
サッポログループは自然資本を享受して事業
活動を行っています。気候変動対策と生物多
様性保全を重要なテーマと位置づけ両輪で取
り組んでいきます。

〈具体的取組み事例〉
▪気候変動への対応
　�酒類事業では、1876年創業時から

ビールの主要原料である大麦とホップ
の「育種」を自ら行い、大学や研究機
関、サプライヤーと協力し、気候変動
リスクに強く、病害抵抗性に優れた新
品種の開発と安定調達に取り組んでい
ます。

▪都市農に着目したまちづくり
　�2019年から「都市農」をテーマにまち

づくりに取り組み、2020年には恵比寿
ガーデンプレイス内のサッポロ広場 
に「YEBISU GARDEN FARM」を開園。
恵比寿エリアで地域の自然共生やコ
ミュニティ形成を促進する様々な活動
を展開しています。

〈グループ環境基本理念〉
サッポログループは、『潤いを創造し 豊
かさに貢献する』との経営理念のもと、
すべての事業分野において提供する商品
及びサービスの全ライフサイクルに亘り、
社員一人ひとりが地球環境を守り、持続
可能な社会を実現するために積極的に行
動することを約束します。


